
プレコンセプションケアの推進について
■プレコンセプションケアとは・・・
『性別を問わず、適切な時期に、性や健康に関する正しい知識を持ち、妊娠・出産を
含めたライフデザイン（将来設計）や将来の健康を考えて健康管理を行う』概念

■背景
〇妊娠・出産に関係する様々な問題がある
・低出生体重児の増加
・痩せている妊婦の問題
・出産年齢が高齢化すること等による周産期リスクの高い妊婦の増加
・予期せぬ妊娠

出典：厚生労働省人口動態統計

出典：プレコンセプションケア推進５か年計画より抜粋
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＜県の取組＞未来のパパ＆ママを育てる出前講座

将来、親になろうとする中高生等の若い世代へ妊孕性(にんようせい)をはじ
め、妊娠、出産に関する正しい知識を普及するとともに親になるための健康
づくりについて理解を深める啓発活動を行うため、教育現場で出前講座を行
っている。

(人) (校)
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おかやま妊娠・出産サポートセンター（性と健康の相談センター事業）の概要

岡山大学病院内（２０1４年開所）
相談セン
ター設置

・妊娠や出産、子育て、思春期、女性
特 有のからだの悩みなどに必要な助
言や情報提供を行う
・専門的な知識を身につけるための研
修会等へ参加。

事業内容

毎週月・火・水・金 午前9時～12時開所日

医師・助産師・保健師・社会福祉士な
ど

相談対応者

・妊娠や避妊についての相談
・更年期などについての相談
・思春期の性についての相談
・性感染症についての相談

相談内容

・サポートセンターの周知（普及啓発）
・若年妊産婦への相談支援体制
・市町村との連携
・相談件数の減少

課題

相談内容内訳（件）

延件数（件）実人員(人）年度
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その他メール面接電話
21156189R４
0632074R５
31052381R６
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岡山県内自治体における不妊治療費助成制度について

①採卵

②採精

③体外受精

③顕微授精

④受精卵・
胚培養

⑤胚凍結保存

⑥胚移植

保険が適用される生殖補助医療に係る医療費の保険者
負担額

（７割）

自己負担額（３割）
＊高額療養費等控除後

の額が補助対象

この部分を市町村が助成した
場合に、助成した額の１／２
（上限５万円）を県が市町村へ

補助します。

保険適用分

生
殖
補
助
医
療

岡山県では、不妊治療費の助成を行う市町村への補助を行っています。

岡山県が市町村に対して補助する不妊治療（生殖補助医療）のイメージ

Ⓒ岡山県「うらっち」

Ⓒ岡山県「うらっち・ももっちと仲間たち」

補助事業開始日：令和７年４月１日

＜参考１＞

6



＜参考２＞

７



母子保健に関する指標（岡山いきいき子ども・若者プラン2025）

… 第４次生き活きプランの指標でもある

＜参考３＞
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